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水蒸気噴火とは

　水蒸気噴火とは、一般には火山灰の
中に新鮮なマグマの破片が含まれない
噴火を指し、高温高圧状態になってい
る地下水や火山ガスなどが噴火の駆動
源となります。火山灰の量という観点
から考えると、新鮮なマグマの破片を
放出するマグマ噴火と比べると、水蒸
気噴火に伴う火山灰の量は極めて少な
いという傾向があります。噴火に伴
う噴石や火砕流の到達範囲は最大でも
2.5 km程度である事が多く、噴火が
発生した際にそのような火口の近くか
ら離れていれば命を守る事ができそう
だと言えるかも知れません。しかし、

放出される火山灰の量が少なく、噴石
や火砕流の影響範囲も限定的であると
いう事は、地中に保存される水蒸気噴
火の情報も少ないという事になりま
す。大規模なマグマ噴火の場合と異な
り、過去の水蒸気噴火の発生履歴を地
層から読み解くのは困難である場合が
多いと言えます（写真1）。

草津白根山

　草津白根山は群馬県に位置する活
火山であり、近隣には草津温泉や万
座温泉などの有名な温泉地が点在して
います。湯釜と呼ばれる火口湖では、
20世紀の初頭に頻繁な水蒸気噴火が
繰り返し発生していました。火口湖や

豊富な温泉の湧出といった特徴を有す
る火山は、熱水系卓越型火山とも呼ば
れます。水蒸気噴火とは、まさにこの
熱水系卓越火山における典型的な噴火
様式の一つに挙げられます。湯釜での
最後の水蒸気噴火は1983年に遡りま
すが、近年も湯釜の直下における火山
性地震の増加や地盤変動の発生といっ
た活発な火山活動が観測されていま
す。防災科研は2012年から基盤的火
山観測網（V-net）を草津白根山に展
開しており、こうした火山活動に伴う
データを収集し気象庁や大学などの関
係機関にもデータを共有しています。
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　2018年噴火においては、過去数千
年以上にわたり大規模噴火が発生して
いない本白根山で噴火が発生しまし
た。しかし、数万年以上のスケールで
活動が進展する火山にとっては、数千
年もほんの少しの休止時間であったと
も言えます。こうした人間社会と火山
活動の時間スケールの違いは、火山研
究にとって宿命的な問題でもあります
が、一方で今回の噴火で得られたデー
タは貴重な資産であり、今後の草津白
根山の活動評価や水蒸気噴火研究に重
要な示唆を与えてくれるものです。噴
火の先行現象や発生条件などの研究を
進めると同時に、継続的な観測でデー
タを積み重ねる、という両方のアプ
ローチが水蒸気噴火予測の実現に不可
欠であると言えます。
　最後になりますが、草津白根山
2018年1月23日噴火に際して犠牲に
なられた方のご冥福をお祈りするとと
もに、怪我をされた方々には心からお
見舞いを申し上げます。
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施しています。

噴火から得た教訓

　2018年噴火では、図1に示す通り
噴火に数分先行する火山性微動や地盤
変動が観測されました。この特徴は、
御嶽山や口永良部島などの火山で発生
した水蒸気噴火の特徴と一致します。
こうしたデータは噴火発生直前の過程
を反映している事が予想され、今後の
解析が急がれます。一方で観測データ
を用いて噴火の事前予測を実現するに
は、解決すべき課題が山積みであると
言えます。例えば、1920年代に湯釜で
頻発していた水蒸気噴火については、
噴火の大きさと地震などの先行現象と
の間には明瞭な関係は見られない事が
報告されています。火山性微動や地盤
変動が発生しても、その後噴火に至ら
ないという事例も全国の多くの火山で
報告されています。つまり、異常現象
から直後の火山活動について見通す事
は、現在の知見では非常に難しいと言
わざるを得ません。噴火に至るのか、
至らないのかという分岐条件を明らか
にする事は、防災科研が主体的に推進
している次世代火山研究推進事業にお
ける大きな目標の一つでもあります。

2018 年 1 月 23 日噴火

　湯釜において活発な火山活動が観
測されていた草津白根山ですが、1月
23日に水蒸気噴火が発生したのは、
湯釜から南に約2km離れた本白根山
山頂付近でした。本白根山も過去に溶
岩を噴出した形跡を残す火口を有して
いますが、近年は付近で発生する地震
も少なく、地表での噴気活動も湯釜
など他の場所に比べると目立つよう
な活動は報告されていませんでした。
V-netで記録された観測記録を図1に
示します。10:00ごろから大きな振幅
を有する地震動が記録され始め、同時
に本白根山の山体の膨張を示す地面の
傾斜が始まります。地表で激しい火山
灰放出が発生したのは10:02ごろ（赤
色）と推定されています。防災科研は、
噴火直後から観測データの解析や火山
灰の現地調査を行い、クライシスレス
ポンスサイトを通して解析結果を順次
公表しました。その後の草津白根山で
は、2019年2月現在に至るまで幸運
にも噴火は発生していません。防災科
研はV-netによる観測を継続するとと
もに、現地での臨時地震観測や地質調
査などを大学や各研究機関と共同で実

生きる、を支える科学技術

写真1　積雪に残された草津白根山2018年噴火の火山灰の様子 図1　V-netの干俣観測点で記録された観測波形


